
大阪府立堺工科高等学校 定時制の課程 

 

令和４年度 第２回学校運営協議会 定時制部会 要旨 

 

日時 令和４年１１月２２日（火） １８：００ ～ 大会議室 

 

学校運営協議会委員（順不同 敬称略） 

 冨田  昇（東大阪大学短期大学部 教授） 

 味岡 知行（味岡刃物製作所代表 伝統工芸士） 

 奥野 浩史（奥野晴明堂代表取締役社長 伝統工芸士） 

 丸井 理恵（堺市立旭中学校 校長） 

 山本 達也（人権擁護士） 

 村上 千春（保護者 代表） 

 

１ 准校長挨拶（平野 准校長） 

 

２ スクールミッション（案）について（平野 准校長） 

 ３つの方針（スクールポリシー）を策定する前提として、本校に期待される社会的役割（ス 

クールミッション）を定義します。本校は「学校経営計画」の中で「めざす学校像」を設定し

ており、それを基にスクールミッションの策定を進めてきました。 

そこで『校訓「人格の陶冶」を実現するため、柔軟な教育課程をもつ夜間定時制、工科高校 

総合学科として、地域の教育力を活かし、「自立した社会人、地域に信頼され、期待される社

会人」の育成をめざす』ことをスクールミッション（案）とします。 

そして「ものづくり」を核とした基本知識や技能の定着などを定めた教育方針に沿って、

教師と生徒の信頼関係の構築や個々の能力や適性に応じた教育、地域の教育力を最大限に生

かした教育活動を実施していることを踏まえ、スクールポリシーを策定してまいります。 

※スクールミッション（案）について承認。 

 

３ 令和５年度 教科書の採択について（古川 教務部長） 

 来年度の新３・４年生は旧のカリキュラムのままですが、新１・２年生はカリキュラムが

新しくなります。どの教科書も、生徒が見やすく使いやすいものであることを第一の条件と

して教科書を選定しました。 

 

４ 体験入学について（古池 首席） 

 第１回目の体験入学（中学生・保護者・教員対象）を１２月１０日（土）午後に実施しま

す。既に堺・和泉・高石・泉大津・大阪狭山・岸和田の各中学校へ案内を送付し、本校ＨＰに

も掲載して募集を図っています。体験授業は機械科・電気科・堺学（刃物・線香）の実習を予

定しています。 

 

５ 本校の状況について 

① 教務部（古川 教務部長） 

〇１年生２３名、２年生２４名、３年生１７名、４年生３名の合計６７名の在籍で今年 

度は開始。これは昨年度より少ない在籍数です。 

〇６月末に２年生１名が退学。例年と比較して退学や不登校の生徒が少ない。 

 

② 生活指導部（古池 首席） 

〇給食の喫食率は約４４．８％で、その中でも１年生の喫食率は５４．５％と非常に高 

い。多くの本校生徒が給食を喫食している。 

〇堺警察による「交通安全講習」、堺市消防局による「防災訓練」を実施。「防災訓練」 

では「地震体験車による震度７の揺れ」等を生徒が体験する。防災意識を向上させる 

機会としたい。 

 



③ 進路指導部（保田 進路指導部長） 

〇今年度は１名を除いて就職および専門学校への進学が既に決定した。残る１名も近日 

中に応募前職場見学を予定しており、今年も学校斡旋就職の全員合格に向けた取り組 

みを進めている。 

 

④ 生徒会活動部（古池 首席） 

〇「秋季発表大会」が府教育センターで実施され、「生活体験発表」をした本校生徒が 

「大阪府教育委員会賞」を受賞した。 

〇「府工祭（定時制文化祭）」を１１月５日（土）に実施。大いに盛り上がった。 

〇生徒会役員生徒を中心とした「地域清掃」を例年どおり実施した。 

〇「ソフトテニス部」が公式戦で優秀な成績を収め、全国大会出場を果たした。 

 

⑤ 支援教育委員会（古池 首席） 

〇「居場所事業」には府教育庁から視察があった。来年度も引き続き取り組みを進めた 

い。 

〇「教育相談実習生」は２名、「学習支援員」は「多言語学習支援員」を含め５名を配 

置し、授業の支援に取り組んでいる。 

〇「教員研修」は舳松人権歴史館職員の講演と本校ＳＳＷによる研修を実施した。 

〇「生徒の人権ＨＲ」は「命の大切さ考える」講演を実施した。 

〇助産師による「いのちの授業」、３・４年生対象の「めぐみ」の視聴を予定している 

〇「いじめ」「安全で安心な学校生活を過ごすために」のアンケートを実施した。問題 

となる回答はなかった。 

 

⑥ その他（保田 教諭） 堺研・ボランティア活動部からの報告 

〇１１月１３日 高校生ｅｃｏアイデアコンテスト 本選出場を果たす。 

〇第２６回ボランティア・スピリット・アワード 高校生部門 

  ブロック賞（全国大会出場）２件、コミュニティ賞（関西大会出場）２件 

一度に４件の受賞となる。 １２月１８日 全国大会へ出場予定。 

〇１２月１８日 全国ユース環境発表大会 近畿代表選出。 ※日程が上記と重複。 

〇１２月２３日 堺市環境政策課の環境事業。 生徒が参加予定。 

〇１２月２４・２５日 東京工科大学に招聘。 生徒が講演予定。 

〇１２月２６・２７日 エシカル甲子園 近畿ブロック代表 本選出場決定。 

 

【委員からの質問】 

  〇製図等専門教科の教科書の変更点は？ → ほとんど変更はなく図が大きくなった程度。 

  〇第１回体験入学以降の予定は？ → 第２回体験入学を来年２月に予定。 

  〇生徒就職の複数受験の影響は？ → 現状はほとんど無い。今後の動向は現時点では判 

らない。 

  〇ＳＳＷの配置は？ → 本年度は全ての定時制高校に配置。本校は年間３６回です。 

  〇ボランティア表彰関連の課題やテーマは生徒本人が考えているのか？ → 教員から問 

題提起することもあるが、生徒が自発的にやりたいことをもとにしていることも多い。 

 

【委員からの意見】 

  〇在籍者数が少なくなったとのことですが、過去と比べると生徒の人数（特に１・２年） 

は増えています。引き続き指導に取り組んでください。 

  〇ＳＳＷが全ての定時制高校に配置されていることはすばらしいと思います。 

  〇ボランティア関連のコンテスト等、課題を生徒が自発的に考えて行動しているという 

ことは、非常に素晴らしいと思います。これからも継続いただきたいと思います。 

  〇堺学の授業を通じて日頃からの先生方の「人づくり」を大いに体験させていただいて 

います。本当にありがとうございます。 


